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　本計画は、地域福祉保健計画の総論で掲げる次の基本理念及び基本目標等に基づき、高
齢者及び介護保険事業に係る施策の取組を推進していきます。

人間性の尊重
　だれもが、個人として尊ばれ、人間性が生かされるとともに、人権が尊重される地
域社会を目指します。

自立の支援
　だれもが、自分の意思に基づき、自らの選択のもとに自立した生活を営み、自己実
現できるよう支援します。

健康の保持・増進
　だれもが、健康で安全な生活を享受でき、生涯を通じて健康を保持・増進すること
ができる地域社会を目指します。

協働による地域共生社会の実現
　だれもが、地域の課題を把握し、解決するための活動に、当事者意識を持って、主
体的に参画・協働し、分野を超えてつながる地域づくりを推進します。

男女平等参画の推進
　一人ひとりが互いに人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に関わりな
く、その個性と能力を十分に発揮していきいきと暮らせる地域社会を目指します。

支え合い認め合う地域社会の実現
　ノーマライゼーション１やソーシャルインクルージョン２の理念に基づき、だれも
が、主体的に社会参加でき、相互に人格と個性を尊重し、支え合い、ダイバーシティ３
を推進する地域社会の実現を目指します。

１ ノーマライゼーション（normalization）　 障害のある人もない人も、子どもも高齢者も、だれもが地域で普通（ノーマル）の
生活を送ることを当然とし、ともに支え合って普通の生活ができる社会を創造すること。また、その考え方をいう。

２ ソーシャルインクルージョン(social inclusion)　すべての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的
な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合うという理念をいう。

３ ダイバーシティ(diversity＆inclusion)　性別（性自認及び性的指向を含む。）、人種、国籍、宗教、経歴、障害の有無など人
それぞれの「違い」を「多様性」として認め合い、互いを尊重し、だれもが暮らしやすい社会の実現を目指す考え方をいう。
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● �だれもが、いきいきと自分らしく、健康で自立し
た生活を営める地域社会を目指します。

● �だれもが、住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
う、必要な福祉保健サービスを自らの選択により
利用でき、互いに支え合う地域社会を目指します。

● �だれもが、地域、暮らし、生きがいをともに創り、
互いに高め合い、役割を持つことができる地域社
会を目指します。

2 基本目標
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　令和元年12月に発生した新型コロナウイルス感染症は、短期間で全世界にまん延し、
日本においても経済社会のあり方と人々の行動に様々な変容を迫るものとなりました。特
に感染リスクを避けるために外出を自粛したり、人と人との接触を控えることが求められ
ることで、従来のような区民間の交流や社会参加の機会、また、日常の地域での見守りと
いった地域福祉が担う区民の協働による様々な活動も難しい状況となっています。このよ
うな健康危機の発生により、公衆衛生行政及び活動の重要性が再認識されるとともに、「新
しい日常」のもと、人々の生活を営む上で必要不可欠である「人と人とのかかわり」を絶
やさないための地域福祉保健活動の基盤整備、体制強化が必要です。
　こうした背景を踏まえ、文京区では、区民の社会的孤立を防ぎ、セーフティネットを確
保するため、感染リスクや感染に対する不安を軽減するための対策を図り、地域における
相談支援や見守り体制を強化していきます。加えて、福祉サービス基盤を維持するための
事業者や支援の担い手に対するサポートを行い、ともに支えあう地域社会づくりに取り組
みます。
　新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症と共存した社会を目指すに当たり、多
様化・複雑化する福祉保健ニーズに対応するため、公衆衛生看護活動を行う専門職である
保健師が活躍できる幅を広げていきます。感染症対策等の保健衛生分野から高齢者福祉、
介護保険、障害者福祉、子育て支援等の福祉分野に至るまで、あらゆる年代や健康課題を
持つ区民を対象に専門性を活用した支援方法を検討しつつ、よりきめ細やか、かつ組織的
な働きかけを行っていきます。保健師活動が求められる分野の拡大を踏まえて、保健師を
各部門に適正に配置することで、分野横断的・包括的に取り組むことのできる多職種協働
の体制整備を検討していきます。
　そして、「文京区版」地域包括ケアシステムを推進していくに当たり、保健、医療、福祉、
介護等の各分野及び関係機関、区民等と連携し、区民のいのちと暮らしを守ります。

3 新たな感染症への対策を踏まえた
今後の地域福祉保健活動のために
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